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Ⅰ こどもの死亡事故の現状

概要

・こども（0～14歳）の死亡数、不慮の事故によるこどもの死亡数は、ともに概ね減少傾向にある。
・2023年における、こどもの死亡数は2,692人で、昨年と比べ108人増加。
不慮の事故によるこどもの死亡数は215人で、昨年と比べ34人増加。こどもの死亡数の8.0％を占める。
・直近5か年における、こどもの不慮の事故による死亡数を年齢別で見ると、0歳が330件で0～14歳の

30.6％を占め、0～4歳で56.8％を占めている。

《 直近10年における死亡数の推移 》

※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。 2

《 不慮の事故による
年齢別死亡数・比率 》
※ 直近５か年の累計

●厚生労働省
「人口動態調査」



Ⅰ-２．こどもの不慮の事故における死因 ①

概要

・こどもの不慮の事故死は、病気を含むすべての死因の中で上位にある。
・直近５か年における、こどもの不慮の事故は、「窒息」「交通事故」「不慮の溺水」が死因の上位にある。

《 2023年における死因（上位） 》
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０歳 １～４歳 ５～９歳 10～14歳

第１位
先天奇形，変形及び染色体異常
464人

先天奇形，変形及び染色体異常
143人

悪性新生物＜腫瘍＞
83人

自殺 120人

第２位
周産期に特異的な呼吸障害等
188人

悪性新生物＜腫瘍＞ 57人 不慮の事故 46人 悪性新生物＜腫瘍＞ 81人

第３位 不慮の事故 73人 不慮の事故 45人
先天奇形，変形及び染色体異常
39人

不慮の事故 51人

第４位
胎児及び新生児の出血性障害
等 50人

心疾患 24人 インフルエンザ 22人
先天奇形，変形及び染色体異常
39人

第５位 乳幼児突然死症候群 46人
新型コロナウイルス感染症
20人

その他の新生物＜腫瘍＞ 14人
心疾患 20人

心疾患 14人

《 こどもの不慮の事故の
死因別死亡数 》
※ 直近５か年の累計

※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、
こども家庭庁で作成。



Ⅰ-２．こどもの不慮の事故における死因 ②

概要

・「不慮の窒息」は０歳で圧倒的に多く発生。
・「交通事故」は１歳以上ですべて１位。

《 不慮の事故による死因の詳細（年齢別・上位） 》 ※ 直近５か年の累計による上位の状況
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０歳
〔330人〕

１歳
〔123人〕

２歳
〔67人〕

３歳
〔54人〕

第１位
窒息 （ベッド内）

119人 (36.1％)
交通事故

36人 (29.3％）
交通事故

22人 (32.8％)
交通事故

19人 (35.2％)

第２位
窒息 （胃内容物の誤えん）

78人 (23.6％)
溺水 （浴槽内）

19人 (15.4％)
窒息 （食物の誤えん）
  8人 (11.9％)

溺水 （浴槽内）
5人 (9.3％)

第３位
窒息 （詳細不明）

24人 (7.3％)
窒息 （食物の誤えん）

14人 (11.4％)

転落 （建物又は建造物）
7人 (10.4％)

溺水 （自然水域内）
4人 (7.4％)

窒息 （胃内容物の誤えん）
7人 (10.4％)

窒息 （胃内容物の誤えん）
4人 (7.4％)

第４位
窒息 （その他の物体の誤えん）

22人 (6.7％)
窒息 （胃内容物の誤えん）

13人 (10.6％)

第５位

交通事故
18人 (5.5％)

窒息 （その他の物体の誤えん）
11人 (8.9％)

溺水 （浴槽内）
5人 (7.5％)

窒息 （その他の不慮の首つり）
3人 (5.6％)

窒息 （その他の物体の誤えん）
3人 (5.6％)

窒息 （食物の誤えん）
18人 (5.5％) 自然災害 （熱中症）

3人 (5.6％)

※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。



Ⅰ-２．こどもの不慮の事故における死因 ③

概要

・「不慮の溺水」は浴槽内のほか、５歳以上で自然水域での事故が多い。
・「転倒・転落」は２歳、４歳、10～14歳で「建物からの転落」が多い。
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４歳
〔39人〕

５～９歳
〔224人〕

10～14歳
〔243人〕

第１位
交通事故

14人 (35.9％)
交通事故

87人 (38.8％)
交通事故

69人 (28.4％)

第２位
転落 （建物又は建造物）

9人 (23.1％)
溺水 （自然水域内）

43人 (19.2％)
溺水 （浴槽内）

43人 (17.7％)

第３位
溺水 （その他）

3人 (7.7％)
溺水 （浴槽内）

23人 (10.3％)
溺水 （自然水域内）

39人 (16.0％)

第４位

溺水 （浴槽内）
2人 (5.1％) 溺水 （その他）

11人 (4.9％)

転落 （建物又は建造物）
17人 (7.0％)

窒息 （胃内容物の誤えん）
2人 (5.1％)

窒息 （食物の誤えん）
2人 (5.1％) 煙、火災等

11人 (4.9％)煙、火災等
2人 (5.1％)

第５位

転倒 （同一平面上）
8人 (3.3％)

煙、火災等
8人 (3.3％)

《 不慮の事故による死因の詳細（年齢別・上位） 》 ※ 直近５か年の累計による上位の状況

※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。



Ⅰ-２．(１) こどもの「不慮の窒息」事故 ①

発生傾向

・「不慮の窒息」における死亡数（総数）のうち、こどもが占める割合は0.9％～1.2％の間で推移。
・こどもの「不慮の窒息」による事故は比較的低年齢層（特に０歳及び１歳）で多く発生。

《 「不慮の窒息」の発生年齢と事故の原因 》
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※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。

※ 直近５か年の累計

《 直近10年における「不慮の窒息」の推移 》



Ⅰ-２．(１) こどもの「不慮の窒息」事故 ②
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こどもの死亡を減らすための取組

●こども家庭庁

「CDR（Child Death Review：予防のためのこども
の死亡検証）」

・医療機関や行政をはじめとする複数の機関・専門家が
連携して、亡くなったこどもの事例を検証し、予防策を
提言する取り組み。

・目的は、予防策を導き出すことで、未来の防ぎうる
こどもの死亡を少しでも減らすことにある。

・CDRでは「こどもの死亡に関する情報の収集」「専門家が
協力して、死亡に至った背景・原因を検証」「効果的な
予防策の提言」の３つのプロセスを経て、こどもの死亡
を減らすことを目指している。

・令和2年度より、複数の自治体でモデル事業として実施。

《 こどもの死亡を防ぐための予防策 》 窒息事故予防



Ⅰ-２．(２) こどもが受傷する「交通事故」 ①

発生傾向

・「交通事故」における死亡数（総数）のうち、こどもが占める割合は1.1％～2.1％の間で推移。
・こどもが受傷する「交通事故」は歩行中が最も多く、次いで乗用車や自転車の乗用中で多く発生。

《 「交通事故」の発生年齢と受傷時の状況》
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※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。

※ 直近５か年の累計

《 直近10年における「交通事故」の推移 》



Ⅰ-２．(２) こどもが受傷する「交通事故」 ②
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こどもの死亡を減らすための取組

●こども家庭庁

「CDR（Child Death Review：予防のためのこども
の死亡検証）」

《 こどもの死亡を防ぐための予防策 》 交通事故予防



Ⅰ-２．(３) こどもの「不慮の溺水」事故 ①

発生傾向

・「不慮の溺水」における死亡数（総数）のうち、こどもが占める割合は0.4％～1.2％の間で推移。
・こどもの「不慮の溺水」は、浴槽での溺水が最も多く、次いで海・川等自然水域での溺水が多く発生。

《 「不慮の溺水」の発生年齢と事故の原因》

10
※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。

※ 直近５か年の累計

《 直近10年における「不慮の溺水」の推移 》



Ⅰ-２．(３) こどもの「不慮の溺水」事故 ②
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こどもの死亡を減らすための取組

●こども家庭庁

「CDR（Child Death Review：予防のためのこども
の死亡検証）」

《 こどもの死亡を防ぐための予防策 》 水の事故予防



Ⅰ-２．(４) こどもの「転倒・転落」事故 ①

発生傾向

・「転倒・転落」における死亡数（総数）のうち、こどもが占める割合は0.1％～0.3％の間で推移。
・こどもの「転倒・転落」は、建物又は建造物からの転落が最も多く、同一平面上での転倒も発生。

《 「転倒・転落」の発生年齢と受傷時の状況》

12
※ 人口動態調査（厚生労働省）を基に、こども家庭庁で作成。

※ 直近５か年の累計

《 直近10年における「転倒・転落」の推移 》



Ⅰ-２．(４) こどもの「転倒・転落」事故 ②
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こどもの死亡を減らすための取組

●こども家庭庁

「CDR（Child Death Review：予防のためのこども
の死亡検証）」

《 こどもの死亡を防ぐための予防策 》 転落事故予防

●消費者庁

「子どもの転落事故に注意! 
- 落ちるまではあっという間です。事前の対策
で事故防止を -」

啓発資料。
令和４年度こどもの事故防止週間



Ⅱ．こどもの発育と起こりやすい事故
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【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】



Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ①

リスク低減を図るための観点

飲み込む可能性のある物を手の届く場所に置かない。
・こどもが「身近にある物を手に取り、何でも口に運ぶこと」「人の行動を真似しようとすること」
「興味を持った物を好んで手に取ること」などは、自然な行動。
・こどもが誤飲する物は様々で、中には健康被害を起こした事故事例も報告されている。
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※ 「こども安全メールfrom消費者庁」を基に、こども家庭庁で作成。

●「目を離した隙に、プラスチックの菓子包装を
飲み込んだ。直後から唾液を出して吐き出そうと
しており、その後も、時折その様子が見られた
ため受診した。」(8か月) vol.566

●「保護者が吸った加熱式たばこをゴミ箱に捨てた
後、子どもがゴミ箱に手を入れて遊んでいるのを
発見した。口の中にたばこがあったため受診した。
」(1歳) vol.592

●「縁日で年上の子のために持ち帰った水で膨らむ
ボールを、洗面器にたくさん入れて遊んでいた。
子どもが赤いボールを一つ食べたと言ったため
受診し、通院して様子を見ることとなった。」
(2歳) vol.634

●「自宅のリビングに置いていたおもちゃの底が壊
れ、ボタン電池が外に出ていた。保護者が気付き、
子どもの口の中を見るとボタン電池が1個あり、
もう1個が見当たらなかった。」(1歳) vol.582

事故の事例 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】



Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ②
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※ 「こども安全メールfrom消費者庁」を基に、こども家庭庁で作成。

●「遊んでいた際、飴玉と間違えてビー玉を誤飲。
その後、泣き出し顔色が悪くなったため病院
受診。」(5歳) vol.544

●「実家に滞在中、蜂の駆除をするためにスプレー
式殺虫剤を使用した。使用後にテレビ台の上に
置いていたところ、シュッと音がしたため保護者
が振り向くと、子どもがスプレー式殺虫剤を持っ
て、自分の口元にかけており、直後に咳をしてい
た。」(1歳) vol.466

●「夕飯の準備中、引き出し(床から1mの高さ)に
入れていた蓋の閉まった市販風邪薬の瓶を、
子どもが近くにあった台を足場にして取り出し、
リビングで振って遊んでいた。数分後に様子を
見ると、子どもの周りに錠剤が散らばっていた。
口の中にも数錠あったので取り出した。」(1歳) 
vol.639

●「１人で遊んでいてテレビ台の上にあった姉の
ヘアピンを口に入れるところを保護者が見つけ、
止めようとしたが飲み込んでしまった。
いつもは箱にしまっているが、おそらく姉が放置
していた。」(0歳) vol.421

事故の事例 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】

〔参考〕 誤飲対処早見表

飲んだものによって、緊急性の高いものや吐かせてはいけないものが
あります。
基本的には、吐かせずに、同じものを病院に持参して受診しましょう。
応急手当がわからないときや受診の必要性は、
医療機関や子ども医療電話#8000に相談しましょう。



Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ③
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安全な製品の普及に向けた取組事例

事故防止の啓発事例

●政府広報オンライン

「赤ちゃんやこどもを誤飲・窒息事故から守る！
万一のときの対処法は？」

赤ちゃんやこどもは、大人が目を離した間に思いがけない
物を口に入れることがあります。このとき心配なのは「危
険な物を飲み込んだことによる体への被害」と「飲み込ん
だ物が気管支に入り息が詰まること（窒息）」です。どち
らも迅速な対応が必要なので、いざというときに慌てず動
けるように対処法を確認し、予防を実践していきましょう。

●消費者安全調査委員会

「窒息事故から子どもを守る」（動画）

●経済産業省

「子どもの製品事故について」

《 包装フィルム、シールなどの誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

包装フィルムやシールがついている物、容器などで、遊ばせないようにしましょう。
年上のこどもが遊んでいるシール等も同様です。

包装フィルムをこどもが誤って口にしないように、お菓子は必要に応じて包装を取ってから食べさせるなどの
工夫をしましょう。

事故防止策のポイント例

●消費者庁

「安全面に配慮された製品に関する取組」



事故防止策のポイント例

Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ④
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《 たばこの誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

家の中では禁煙を心掛け、こどもの目の前でたばこを吸わないようにしましょう。

たばこや吸い殻を床やテーブルの上などに放置せず、こどもの目に触れない場所や、手の届かない場所に保管
しましょう（常にこどもの目線で確認しておきましょう）。

飲料水の缶やペットボトルを灰皿の代わりに使用するのはやめましょう。
ニコチンが溶け出した液体は身体に吸収されやすくなるため特に危険です。

吸い殻をゴミ箱に捨てるときは、こどもの手の届かないところにゴミ箱を置いたり、吸い殻を直接捨てず
ビニール袋で包装するなど、こどもが取り出せないように工夫して捨てましょう。

《 お酒の誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもと一緒に飲食中、お酒を飲む際は、こどもの手の届かないところに置き、飲みかけを放置しないように
しましょう。トイレ等で席を離れるときも注意が必要です。

お酒やアルコールを含んだ調味料などを保管する際は、こどもの目にしやすい場所や手に届く場所には置かない
ようにしましょう。冷蔵庫の中であっても、踏み台を持ってきて、扉を開けて中の物を取り出すこともあります。
奥の方にしまうなど工夫しましょう。

容器の見た目や形状が清涼飲料水等に似ている商品は特に注意しましょう。まだ字が読めないこどもは、容器に記
載されている「酒マーク」やアルコール分表示は理解できません。日頃飲んでいる飲料容器に似ている場合、簡単
に開けて飲んでしまう可能性もあります。



事故防止策のポイント例

Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ⑤
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《 ボタン電池の誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

テーブルの上などに、ボタン電池や、ボタン電池を使用した製品を置いておくのはやめましょう。

どの製品にボタン電池が使用されているか確認し、蓋が外れやすくなっていないか点検しましょう。

おもちゃを購入する際には、STマーク適用製品など、安全に配慮されたものを選択し、電池が容易に取り出せるお
もちゃは選択しないようにしましょう。

ご家庭にある未使用又は使用済みのボタン電池は、子どもの手の届かない場所に保管しましょう。

《 吸水ボールの誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもが使用するときは保護者の監督下で行い、こどもが容易に持ち出せない場所に保管しましょう。

水で膨らむ樹脂製品の誤飲に気づいたときや、その疑いがあるときは、直ちに医療機関を受診してください。
商品やパッケージなどが残っていれば、受診の際に医師に見せてください。

対象年齢以下のこどもがいるご家庭では、水で膨らむ樹脂製品の購入を控えることも検討しましょう。
対象年齢以上のこどもに買い与えたつもりでも、対象年齢以下のこどもがいるご家庭では、親の目の届かない
ところで誤飲してしまうことがあります。



事故防止策のポイント例

Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ⑥
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《 磁石などの誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもに使用させる際は、破損がないことを確認しましょう。
破損により、パズルに内蔵されている磁石が外部に出てしまうと、こどもが誤飲する危険性があります。
破損があれば使用を中止してください。

万一、内蔵の磁石を誤飲した可能性がある場合には、直ちに医師の診察を受けましょう。
マグネットパズルには、強力なネオジム磁石が使用されているものもあります。
複数個のネオジム磁石を誤飲した場合、ネオジム磁石同士が体内で消化管を隔ててつながり、消化管に穴が開いて
しまうことがあり大変危険です。

対象年齢を確認し、対象年齢未満のこどもが触ってしまわないよう留意するとともに、手の届かないところに保管
するようにしましょう。兄弟姉妹で遊ぶ際には特に注意しましょう。

●消費者安全調査委員会

「マグネットボール、キューブ 誤飲すると
非常に危険！小さな子に触らせない！」

●独立行政法人国民生活センター

「マグネットパズルの破損に注意
－内蔵された強力な磁石を誤飲した幼児の
胃や腸に穴があく事故が発生－」



事故防止策のポイント例

Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ⑦
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《 医薬品の誤飲 》

●消費者庁

「お子さんによる医薬品の誤飲に気をつけて」

こどもへの配慮、事故防止策の観点

0歳から1歳にかけては、塗り薬のチューブや軟膏(なんこう)容器をこどもの手の届く低い位置(床など)に置いたま
まにしないようにしましょう。

1歳から2歳にかけては、錠剤の入ったPTPシートやボトル入りの錠剤を自分で開けて誤飲する可能性があり、大人
の薬の保管に特に注意を払う必要があります。
自宅以外の場所、特に実家・親類宅では祖父母や親戚が服用する薬にも注意しましょう。

2歳以上では、こども自身が好んで口にする可能性が考えられるため、シロップ容器の水薬や袋に入った粉薬を
飲んでしまう事故に注意しましょう。

机・カウンターなどこどもに見える場所や手の届く高さに置いたままにせず、飲んだらすぐに片付けましょう。
また、片付けるときにもこどもが見ていないところで行い、場所・高さにも注意しましょう。

《 おもちゃなど小さな物の誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

おもちゃを購入する際には、対象年齢を確認しましょう。
また、兄姉がいる家庭では、年上のこどものおもちゃには、外れやすい小さい部品がついていることがありますの
で、対象年齢に達していないこどもが、年上のこどものおもちゃで遊ばないように、十分に気を付けましょう。

小さな飾りやおもちゃ等は、こどもの手の届かない高さや場所に飾り、準備や片付けの際にも気を付けましょう。
特に４㎝以下の飾りや部品が外れて誤飲すると、窒息の可能性があります。

ツリーやリースを飾り始めたら、その期間は飾りや部品が床に落ちていないか特に注意しましょう。

急に声が出なくなる、苦しそうにしている、顔色が悪い等、窒息の疑いがある場合は、すぐに救急車を呼びましょ
う。



事故防止策のポイント例

Ⅲ-1．こどもの事故防止に向けた取組の一例 「物体の誤飲」 ⑧
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※消費者庁の公表資料等を参考に、こども家庭庁で作成。

《 洗剤などの誤飲 》

《 身近にある家庭用品などの誤飲 》

こどもへの配慮、事故防止策の観点

消毒剤・除菌剤は、使用方法、有効成分、濃度、使用期限などを確認し、情報が不十分な場合には使用を控えま
しょう。なお、手や指の消毒には、石けんやハンドソープを使った丁寧な手洗いを行うことで、十分にウイルスを
除去できます。

消毒剤や除菌剤はこどもの手の届かないところに保管しましょう。

携帯用の容器で持ち歩く場合は、幼いこどもが簡単に取り出せないように、かばんの中にしまうなどの工夫をしま
しょう。

設置型の消毒液ディスペンサーは、こどもが近づかないように注意しましょう。特に自動で薬液が噴霧されるタイ
プのものはこどもが興味本位で触らないように言い聞かせましょう。使用する際は、そばに人がいないことを確か
め、噴射方向を確認してから使用しましょう。

こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもの目に触れない場所や、手の届かない場所に保管しましょう。
食品と見た目が似ている製品は特に注意が必要です。

鍵のかかる場所に保管する、取り出しにくい容器に入れるなど、複数の対策を講じましょう。
高い場所に置くだけでは、椅子など台になるものを持ってきて手に取ってしまう可能性があります。

服用後、使用後はそのまま放置せず、速やかに元の安全な場所に片付けましょう。また、こどもの興味をひかない
よう、出し入れする行為や服用、使用する行為をできるだけこどもに見せないようにしましょう。



Ⅲ-2．取組の一例「こどもが受傷する自動車関連の事故」 ①

リスク低減を図るための観点

・チャイルドシートの不使用者の致死率は、適正使用者の約4.2倍。
チャイルドシートを使用していても本来の機能が発揮できていない状況での事故事例が報告されている。
・ドアや窓の開け閉めには注意が必要。

23※ 「こども安全メールfrom消費者庁」を基に、こども家庭庁で作成。

●「保護者が運転する車の後部座席にチャイルド
シートなしで座っていたところ、車を発進させた
際に子どもが前に倒れ、前座席の金具で頭を打撲
した。」(3歳) vol.603

●「保護者が自動車で自損事故を起こした。
後部座席に設置されたチャイルドシートに座って
いたが、しっかり固定されていたのは腰ベルト
のみで肩ベルトは日頃から暴れて嫌がるため固定
が緩かった。車のフレームに頭部を強打した。」
(2歳) vol.603

●「駐車時に、後部座席のチャイルドシートに
座っていた子どもが窓から顔を出しているのに
気付かないままパワーウインドウを閉めてしまい、
首が挟まり顔面蒼白になった。」(3歳) vol.562

●「子どもが自家用車の電動スライドドアに右手
薬指を挟んだ。関節の腫れはあるものの、指を
動かすことは可能。保護者は運転席におり、直接
その瞬間を見ていなかった。」(6歳) vol.457

事故の事例 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】



Ⅲ-2．取組の一例「こどもが受傷する自動車関連の事故」 ②

リスク低減を図るための観点

・気温約27度の環境下において、日が射すと車内温度は約48度、ダッシュボードは65度を超える高温と
なることがある。
・こどもは体温調節機能が未発達なため、体に熱がこもり体温が上昇しやすい傾向がある。
少しの時間であっても、こどもを残したまま、車から離れないようにする。
・車の鍵の置き忘れ、誤操作や誤作動によりロックされるトラブルや、こどもがリモコン式の車の鍵を
持って離さないなどにより、こどもが車内に閉じ込められる事案も発生している。

24

●「祖父と買い物へ行ったところ、帰る際に子ども
が車の鍵を持ったまま乗り込んで鍵を閉めてしま
い、車内に閉じ込められた状態となった。
車から外へ出るのに30分ほどかかり、熱中症に
なっていた。」(1歳) vol.468

●「自宅の屋根のない車庫で車の助手席に子どもを
乗せた。保護者が運転席に乗り込もうとした時に
はドアの鍵が掛かっていて、車の鍵は車中に
置いたかばんの中に入れていた。
外は暑く、119番通報し、50分後に救急隊が
窓ガラスを割って子どもを救出したが、多量の汗
をかいていて、軽度の熱中症。」(0歳) vol.415

事故の事例 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】

※ 「こども安全メールfrom消費者庁」を基に、こども家庭庁で作成。



事故防止策のポイント例

Ⅲ-2．取組の一例「こどもが受傷する自動車関連の事故」 ③

25

《 事故が起きない環境づくり 》 チャイルドシートの使用

こどもへの配慮、事故防止策の観点

子どもの体格に合い、座席に確実に固定できるチャイルドシートを選びましょう。
また、国の安全基準を満たしたマークが添付されているチャイルドシートを使用しましょう。

チャイルドシートは後部座席で使用しましょう。やむを得ず助手席で使用する場合は、膨張するエアバッグの衝撃
を受けないよう、座席をできるだけ後ろまで下げ、必ず前向きに固定しましょう。なお、乳児の場合はチャイルド
シートの取扱い上、前向きでの使用は危険なため後部座席で使用してください。

チャイルドシートは取扱説明書をよく読んで座席に確実に固定し、子どもの体格などに応じ、シートの角度やベル
トの長さを調節し、バックルを確実に締めましょう。

6歳になるまでは必ずチャイルドシートを使用しましょう。

短時間であっても適切に使用してください。
抱っこ乗車、子どもを抱っこしたままシートベルトを締めることは危険です。

6歳以上の子どもであっても、体格などの諸事情でシートベルトを適切に着用できない場合はチャイルドシートを
使用しましょう。

●国土交通省・警察庁

「お子様を車に乗せる際の注意事項について」

こどもを車に乗せる際の注意喚起リーフレット

●国土交通省

「チャイルドシートを正しく使いましょう」

こどもを車に乗せる際の注意喚起動画



事故防止策のポイント例

Ⅲ-2．取組の一例「こどもが受傷する自動車関連の事故」 ④
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《 こどもの見守り 》 車のドアやパワーウインドウの開閉における留意点

こどもへの配慮、事故防止策の観点

車のドアやパワーウインドウを閉める時は、「閉めるよ」「近づかないで」と、こどもに一声かけましょう。

こどもの状態（顔や手が出ていないこと）を確認してから操作するようにしましょう。

夜間の乗り降りの際はこどもの状態が見えづらいことがありますので、特に注意しましょう。

※消費者庁の公表資料等を参考に、こども家庭庁で作成。

《 こどもの見守り 》 車内での熱中症対策

こどもへの配慮、事故防止策の観点

たとえ短時間であっても、絶対に車内にこどもだけにしないようにしましょう。
また、降ろし忘れにも注意が必要です。

車の鍵はこどもに持たせずに保護者が必ず管理しましょう。

こどもの様子を十分に観察しましょう！
顔が赤い、ひどく汗をかいているなど、こどもに異変がある場合には、涼しい環境下で十分な休息をとりましょう。

無理をせず、適度に休憩を取りましょう。

こまめに水分や塩分を補給しましょう。

（参考） 事故防止に資する調査事例

●JAF（一般社団法人日本自動車連盟）

「秋の車内温度（JAFユーザーテスト）快適な
すごしやすい天候でも、車内は“危険温度”」

秋などの比較的すごしやすい時期でも車内に幼い子どもを
残こすことは大変危険であることがわかりました。たとえ
数分であっても、車内に幼い子どもを残すことは絶対にし
ないように心がけてください。



Ⅲ-2．取組の一例「こどもが受傷する自動車関連の事故」 ⑤
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〔参考〕 応急手当 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】

事故防止の啓発・取組事例

●こども家庭庁

「ありえない？いいえありえます！
こどもの車内置き去りによる熱中症」（動画）

●令和５年度こどもの事故防止週間

「こどもの取り残し、置き去りによる事故の
防止」

車内等への置き去りからこどもの身を守るための留意点等
について、保護者や送迎バスを運行する施設等の意識向上
を促すことを中心に、広報啓発を実施。

●令和６年度こどもの事故防止週間

「みんなで見守り「こどもの熱中症」を防ぎ
ましょう！」

熱中症に関する情報を提供するとともに、熱中症の予防
法・対策法・留意点等について、集中的な広報啓発を実施。

（参考）「こどもの熱中症」に関する
ポータルサイト



へ

Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ①

リスク低減を図るための観点

・河川では、水面を利用したり、川の中に立ち入る行動ほど、水難事故に遭うリスクが高い。
・海での遊泳中に起きた事故の状況は、溺水が最も多く、次いで帰還不能（漂流、孤立等により保護が
可能な陸岸に戻れない状態）。事故の約半数は、保護責任者の監視が不十分であったことに起因。
また、遊泳可能としている海水浴場以外の場所での事故も多くある。

28

※ 「こども安全メールfrom消費者庁」及び「平成30年度子どもの事故防止週間」公表資料
を基に、こども家庭庁で作成。

●「高さ60㎝の岩の上から川に向かって飛び込んだ際、着地時にバランス
を崩し、後頭部を岩で打撲。」（6歳） vol.452

●「河口付近で遊泳中の男児2名が沖に流され、これに気付いた父親と
付近で泳いでいた男性が救助に向かうも同様に沖に流されてしまい、
計4名が行方不明となった。」（5歳、7歳） vol.632

●「小学生の子どもが友人と川べりで遊んでいたところ、流された友人の
サンダルを拾おうとして溺れた。」 vol.632

●「下校班で下校中、用水路にカニを捕ろうと、かばんを友人に持たせて
用水の近くまで行ったが、すべって転倒し転落して流されてしまっ
た。」（小学1年）平成30年度「子どもの事故防止週間」公表資料

「海、川、湖沼池、プール等での『水の事故』に気を付けましょう」

●「4人家族のうち、子ども2人が川遊びをしているうち、1人が流された。
子どもはライフジャケットを着用しており、近くにいた人に助けられた。
助けようとした保護者は未着用だった。」vol.632

事故の事例 【「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」】



事故防止策のポイント例

Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ②
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《 事故が起きない環境づくり 》 自然環境の特徴等の把握

こどもへの配慮、事故防止策の観点

河川や海などで遊ぶ場合には、それぞれの自然環境の特徴を理解し、危険を把握して、安全な行動を心掛けましょ
う。

《危険の把握》
＊危険を示す掲示板がある場所、立入禁止の場所には近づかない。
＊河川は穏やかに見えても、地形などの影響で深みや急な流れがあることを認識する。
＊風雨、落雷等の天候不良時や上流で雨が降っているときなど、河川等が増水するおそれが高いときには、川に近づか
ないようにする。ダムのある川では、事前に放流情報を確認し、サイレンが鳴ったらすぐに離れる。

＊海の状況は、日ごと、時間ごとに変化。風の向きや波の高さ、潮汐を確認する。
＊岸から沖への流れ（離岸流）が発生しやすい河口付近、堤防沿い等の人工物付近、岩場などには入水しない。

《安全な行動》
＊水辺でのレジャーではこどもだけでなく大人もライフジャケットを着用する。滑りにくく脱げにくいかかとのある履
物を履く。

＊海水浴は、ライフセーバーや監視員等がいるなど適切に安全管理が行われている海水浴場で、指定された遊泳エリア
内を利用する。

＊連絡手段を確保するため防止パック入り携帯電話等を携行する。
＊溺れている人を発見したら、無理に水に入らず、まずは通報する。
＊帽子やサンダルなどの持ち物が流されても取りに行かないことを約束しておく。

事前に周囲の地域を含め、気象情報を確認しましょう。

こどもへの配慮、事故防止策の観点

体型に合ったライフジャケットを正しく着用しましょう。

海水浴でフロートを使うときは、対象年齢を確認しましょう。また、風の強い日は使用を控えましょう。フロート
の上で立ったり座ったりするときは慎重にさせ、取っ手がある場合は、しっかりつかまるように教えましょう。

《 事故が起きない環境づくり 》 ライフジャケット、フロートの使用



Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ③
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こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもは大人に比べ危険に対する判断ができません。
こどもだけで水に近づかない、近づけさせない工夫をしましょう。

海に入るときは大人が先に入り、海から上がるときは大人が後から上がりましょう。
また、海で遊ぶときは、大人は沖側（深い側）にいるようにしましょう。

溺れるときは声や音を出さずに静かに沈むことがあります。水辺では大人がこどもから目を離さず手の届く範囲で
見守り、助けられる/周囲に助けを求められる状況を確保するようにしましょう。

小さな波でも足をすくわれ溺れることがあります。また、水深が浅い場所でも溺れることがあります。（３㎝以上
の深さがあれば、乳幼児はおぼれる可能性があります）

事故防止策のポイント例

《 こどもの見守り 》 自然水域における事故防止

※消費者庁の公表資料等を参考に、こども家庭庁で作成。



水難事故の概況

Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ④
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●警察庁

「山岳遭難・水難」

事故防止に関する情報の提供

●国土交通省

「河川水難事故防止ポータルサイト」

毎年、水難の概況等を公表。

●国土交通省

「ミズベアソビガイド」 水辺の楽しみ方や安全対策などについてまとめた入門ガイ
ド

●海上保安庁

「Water Safety Guide」
ウォーターアクティビティに関する総合安全情報サイト

水辺の安全に関する必要な知識や、コンテンツが簡単
に探せるサイト



Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ⑤
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事故防止の取組事例

●文部科学省

「夏休み期間における河川等水難事故防止の
普及啓発についての協力願い（依頼）」

●農林水産省

「農業用水路やため池への転落等による事故
防止のための啓発取組」

●国土交通省

「河川水難事故防止週間」

学校の夏休み期間、川等に多くの利用者が集まり水難事故
発生が懸念されることから、各教育委員会等を通しに学校
に対して啓発資料により注意喚起を行う。

農業用水路やため池への転落等による事故の防止のため、
XやFace book、HP等により安全対策を啓発。

毎年７月１日から７日までを「河川水難事故防止週間」と
定め、水難事故防止に関する啓発活動を重点実施。

●消費者庁

「子どもの水の事故を防ごう!
 -7月25日は「世界溺水防止デー」、予防策を
再確認して行動を! -」

令和４年度「子どもの事故防止週間」に合わせて行った注
意喚起。こどもの水の事故を防ぐため、関係機関から呼び
掛けられている水の事故防止のためのポイント等の取りま
とめ。

●海上保安庁

「春季大型連休安全推進活動期間」

釣り人の事故やプレジャーボートの海難を防止するために
集中的な安全指導及び啓発活動を実施。

●海上保安庁

「夏期安全推進活動期間」 全国で海難防止活動を強化し、海の安全推進活動を実施。



こどもが学ぶ機会の提供

Ⅲ-3．取組の一例「自然水域での溺水」 ⑥
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●国土交通省

「安全な川遊びを行うための学習イベントの
開催」

●国土交通省

「リバーアドベンチャー
～川に魅せられし者たち～」

こども霞が関見学デー等にて、川での遊びや海での事故を
防ぐために大切なことなどを、こどもが学ぶ機会を提供。

小学生向け水難事故防止動画

●公益財団法人日本ライフセービング協会

「守ろう！いのち 学び合おう！水辺の安全」
水辺の事故防止の心構えや、安全のための知識と技能を
身に付け、楽しく活動できるように教材を提供。

●海上保安庁×うんこドリル

「うんこ海の安全ドリル」
子ども向け学習ツール

●国土交通省・河川財団×うんこドリル

「うんこドリル川の安全」
子ども向け学習ツール



・こどもは転倒しやすく、転倒した際に反射
的に手をつくといった動作が取りにくい等の
特徴がある。
・こどもは腹部臓器の占める割合が大きく、
お腹周りの筋肉が弱い等の理由から、腹部
に外から力が加わった場合に内臓損傷が
起こりやすいとされている。
・水筒のひもが首や腕に絡まったり、遊具等
に引っかかったりすることにも注意が必要。

Ⅲ-4．取組の一例「水筒を持ち歩くときの転倒」①

34

出掛ける際、こどもが水筒を持ち歩く機会において、転倒した際に首や肩に掛けていた水筒がお腹に
当たり、内臓を損傷する等といった思わぬ事故が発生している。

※「こども安全メールfrom消費者庁」を基に、こども家庭庁で作成。

●「水筒(1リットルの容器)を斜め掛けにして歩いていたところ
坂道で転倒し、地面と水筒に挟まれる形で腹部を強打した。脾
損傷のため集中治療室に入院し、保存加療で10日後に退院し
た。」(9歳) vol.635

●「通学中に友人と追いかけっこをしていたところ転倒し、斜
め掛けしていた水筒が腹部の右側に当たった。痛みと嘔吐があ
り救急搬送され、小腸破裂、汎発性腹膜炎のため緊急手術の上、
集中治療室に入院した。」

(10歳) vol.635

●「登校中、走っていたところ硬い土の場所でつまずいて転倒
した。その際、首から提げていた水筒が、地面とお腹の間に挟
まり、腹部を強打した。内臓損傷により、膵臓50%程度及び脾
臓を摘出した。」(7歳) vol.635

事故の事例

事故防止策のポイント例

リスク低減を図るための観点

34

《 事故が起きない環境づくり 》 水筒の持ち歩き方

こどもへの配慮、事故防止策の観点

水筒はなるべくリュックサック等に入れましょう。

こどもへの配慮、事故防止策の観点

こどもが水筒を首や肩に掛けている場合は、走らせないようにしましょう。

遊具等で遊ぶ場合は、水筒を置いて遊ばせるようにしましょう。

《 こどもの見守り 》



事故防止の取組事例

Ⅲ-4．取組の一例「水筒を持ち歩くときの転倒」②
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●文部科学省

「休業日明けの時期等における熱中症事故の
防止について（令和6年8月22日事務連絡）」

●こども家庭庁Ⅹ （2024年7月15日配信）

#こどもの事故防止週間
暑い中、こどもが水筒を首や肩にかけて持ち歩き、転倒した際
に水筒がお腹に当たり内臓を損傷する事故の情報が寄せられて
いますのでご注意ください。
‣水筒はなるべくリュックサック等に入れる
‣遊具等で遊ぶ場合は水筒を置いて遊ぶ
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/chil
d/project_001/mail/20230825/

熱中症対策に関連して、児童生徒等が水筒を持ち歩く際の
事故に関して注意喚起を実施。

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_001/mail/20230825/
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_001/mail/20230825/


Ⅳ-１．（参考）データの出典等

36

頁 図・表 出典

２
直近10年における死亡数の推移

下巻 死亡第２表死亡数，死因（死因簡単分類）・性・年齢（５歳階級）別
不慮の事故による年齢別死亡数・比率

３

2023年における死因（上位）
厚生労働省「人口動態調査」 上巻5-17 死因順位別にみた性・年齢（５歳階級）別
死亡数・死亡率（人口10万対）及び割合

こどもの不慮の事故の死因別死亡数
厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第2表死亡数、死因（死因簡単分類）・
性・年齢（５歳階級）別

４、
５

「不慮の事故」による死因の詳細（年齢別・上位）
厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第1表-1 死因数、死因（三桁基本分類）・
性・年齢（５歳階級）別（ICD-10コードV～Y、U）

６
直近10年における「不慮の窒息」の推移 厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第1表-1 死因数、死因（三桁基本分類）・

性・年齢（５歳階級）別（ICD-10コードV～Y、U）「不慮の窒息」の発生年齢と事故の原因

８
直近10年における「交通事故」の推移 厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第1表-1 死因数、死因（三桁基本分類）・

性・年齢（５歳階級）別（ICD-10コードV～Y、U）「交通事故」の発生年齢と受傷時の状況

10
直近10年における「不慮の溺水」の推移 厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第1表-1 死因数、死因（三桁基本分類）・

性・年齢（５歳階級）別（ICD-10コードV～Y、U）「不慮の溺水」の発生年齢と事故の原因

12
直近10年における「転倒・転落」の推移 厚生労働省「人口動態調査」 下巻死亡第1表-1 死因数、死因（三桁基本分類）・

性・年齢（５歳階級）別（ICD-10コードV～Y、U）「転倒・転落」の発生年齢と受傷時の状況



Ⅳ-２．（参考）「不慮の事故」等における、各事故の分類
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コード名 死因３桁基本分類

不慮の事故 V01-X59

交通事故 V01-V98

交通事故をのぞく不慮の事故 W00-X59

転倒・転落・墜落 W00-W17

建物からの転落事故 W13

不慮の溺死及び溺水 W65-W74

「溺水事故」

浴槽での溺水 W65-66

プールでの溺水 W67-68

海・川等自然水域での溺水 W69-70

その他の溺水 W73-74

不慮の窒息 W75-W84

「窒息事故」

ベッド内での窒息 W75

胃内容物の誤えん W78

食物の誤えん W79

その他の物体の誤えん W80

その他の窒息 W76,77.81.83.84

煙、火炎等 X00-X09

自然災害 X30-X39



頁 出典元 URL

２ 人口動態調査 （厚生労働省） https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html

７
CDR（Child Death Review：予防のためのこどもの
死亡検証） （こども家庭庁）

https://cdr.cfa.go.jp/

13
子どもの転落事故に注意! - 落ちるまではあっという
間です。事前の対策で事故防止を - （消費者庁）

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_061/

14
「こどもを事故から守る！事故防止ハンドブック」
（こども家庭庁）

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/handbook

15 こども安全メール from 消費者庁 （消費者庁） https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_001/mail

17

政府広報オンライン「赤ちゃんやこどもを誤飲・窒
息事故から守る！万一のときの対処法は？」

https://www.gov-online.go.jp/article/202408/entry-6450.html

窒息事故から子どもを守る （消費者安全調査委員
会）【動画】

https://www.youtube.com/watch?v=PaT8fjCNzQI

子どもの製品事故について （経済産業省） https://www.meti.go.jp/product_safety/kodomo/index.html

安全面に配慮された製品に関する取組 （消費者
庁）

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_009/

20

マグネットボール、キューブ 誤飲すると非常に危
険！小さな子に触らせない！ （消費者安全調査委
員会）

https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_021/assets/csic_cm
s101_211125_01.pdf

マグネットパズルの破損に注意 －内蔵された強力
な磁石を誤飲した幼児の胃や腸に穴があく事故が発
生－ （独立行政法人国民生活センター）

https://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20220217_1.html

21
お子さんによる医薬品の誤飲に気をつけて （消費
者庁）

https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/pdf/children_medicine_poster.pdf

25
お子様を車に乗せる際の注意事項について （国土
交通省・警察庁）

https://www.mlit.go.jp/jidosha/child/child-check.pdf

Ⅳ-３．（参考）出典元 ①
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https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html
https://cdr.cfa.go.jp/
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_061/
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/handbook
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_001/mail
https://www.gov-online.go.jp/article/202408/entry-6450.html
https://www.youtube.com/watch?v=PaT8fjCNzQI
https://www.meti.go.jp/product_safety/kodomo/index.html
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_009/
https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_021/assets/csic_cms101_211125_01.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_021/assets/csic_cms101_211125_01.pdf
https://www.kokusen.go.jp/news/data/n-20220217_1.html
https://www.caa.go.jp/publication/pamphlet/pdf/children_medicine_poster.pdf
https://www.mlit.go.jp/jidosha/child/child-check.pdf


頁 出典元 URL

25
チャイルドシートを正しく使いましょう （国土交
通省）【動画】

https://www.youtube.com/watch?v=swpzweGVkn4

26
秋の車内温度（JAFユーザーテスト）快適なすごし
やすい天候でも、車内は“危険温度” （JAF（一般
社団法人日本自動車連盟））

https://jaf.or.jp/common/safety-drive/car-learning/user-
test/temperature/autumn

27

ありえない？いいえありえます！こどもの車内置き
去りによる熱中症 （こども家庭庁）【動画】

https://www.youtube.com/watch?v=uGXb-9wMrP8

「こどもの取り残し、置き去りによる事故の防止」
（令和５年度こどもの事故防止週間）

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/special-week-2023/

「みんなで見守り「こどもの熱中症」を防ぎましょ

う！」（令和６年度こどもの事故防止週間）
https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/special-week-2024

「こどもの熱中症」に関するポータルサイト （こ
ども家庭庁）

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/cases/netchusho

31

山岳遭難・水難 （警察庁） https://www.npa.go.jp/publications/statistics/safetylife/sounan.html

河川水難事故防止ポータルサイト （国土交通省） https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/play/anzenriyou.html

ミズベアソビガイド （国土交通省） https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/mizubeasobiguide.pdf

Water Safety Guide （海上保安庁） https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html

32

夏休み期間における河川等水難事故防止の普及啓発
についての協力願い（依頼） （文部科学省）

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1416686_00026.htm

ため池の安全対策事例集 （農林水産省）
https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_tameike/attach/pdf/i
ndex-9.pdf

河川水難事故防止週間 （国土交通省） https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000216.html

Ⅳ-３．（参考）出典元 ②

39

https://www.youtube.com/watch?v=swpzweGVkn4
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/car-learning/user-test/temperature/autumn
https://jaf.or.jp/common/safety-drive/car-learning/user-test/temperature/autumn
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https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/special-week-2023/
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https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/mizubeasobiguide.pdf
https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1416686_00026.htm
https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_tameike/attach/pdf/index-9.pdf
https://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_tameike/attach/pdf/index-9.pdf
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000216.html


頁 出典元 URL

32

子どもの水の事故を防ごう! -7月25日は「世界溺水
防止デー」、予防策を再確認して行動を! - （消費
者庁）

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_062/

ゴールデンウィークにおける海の安全推進活動の強
化について （海上保安庁）

https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/r6/k240417/k240417.pdf

夏季の海の安全推進活動の強化について （海上保
安庁）

https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/r6/k240712_3/k240712_3.pdf

33

安全な川遊びを行うための学習イベントの開催
（国土交通省）

https://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_240807.html

リバーアドベンチャー～川に魅せられし者たち～
（国土交通省）【動画】

https://www.youtube.com/watch?v=IrIkZCm11l0

うんこドリル川の安全 （国土交通省・河川財団×
うんこドリル）

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000177.html

うんこ海の安全ドリル （海上保安庁×うんこドリ
ル）

https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/topics/post-773.html

守ろう！いのち 学び合おう！水辺の安全 （公益
財団法人日本ライフセービング協会）

https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/

35
休業日明けの時期等における熱中症事故の防止につ
いて（令和6年8月22日事務連絡） （文部科学
省）

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1417343_00037.htm

Ⅳ-３．（参考）出典元 ③
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https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/caution/caution_062/
https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/r6/k240417/k240417.pdf
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https://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_240807.html
https://www.youtube.com/watch?v=IrIkZCm11l0
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000177.html
https://www.kaiho.mlit.go.jp/info/topics/post-773.html
https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1417343_00037.htm
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